
桶川市立日出谷小学校 

＜調査の結果をご覧になる方へ＞ 

各小学校では、全国及び埼玉県学力・学習状況調査の結果を、

一つの資料として児童一人一人の学習状況と、学校全体の学習

への取組状況等を把握しています。また、学力の経年変化等、

学校全体で情報を共有するとともに、調査結果の分析を通して

自校の取組の成果と課題を明らかにしています。さらに、その

分析に基づき、課題解決のための「学力向上プラン」を点検し、

児童の学力向上に係る取組の改善を図っております。 

今後、成果を上げたと考えられる取組を校内でも共有し、さ

らなる児童一人一人の学力向上に努めてまいります。 

また、調査の結果とその分析、学力向上に係る取組を、保護者及び地域の皆様にお知らせし、

情報を共有することを通して、学校の状況をより深く知っていただき、家庭での学習にも生かし

ていただくことが、児童の学力向上につながると考えます。 

調査の結果をお知らせするにあたり、本結果をご覧になる方々には、以下の点にご留意くださ

いますようお願いいたします。 

（１）各調査の目的等について、ご理解くださるようお願いいたします。 

（２）埼玉県学力・学習状況調査は、特に児童の伸びを見ることができる調査となっております。

学校で分析した結果や学力向上プランをはじめとする学校の取組とあわせてご覧ください。 

（３）本調査で測れるのは、①調査対象の教科等学力の特定の一部分であること、②学校におけ

る教育活動の一側面であることをご理解ください。 

（４）桶川市ホームページ内にて、桶川市の結果概要等が掲載されていますのでご覧ください。 

URL: https://www.city.okegawa.lg.jp/soshiki/kyoiku/gakkoushien/oshirase/about/1446.html 

＜全国学力・学習状況調査の概要＞ 

 ※「令和７年度 全国学力・学習状況調査に関する実施要領」（文部科学省）より抜粋 

１ 調査の目的 

◇義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況

を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

◇学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

◇以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

２ 調査対象 

小学校第６学年、原則として全児童 

３ 調査実施日 

 令和７年４月１７日（木） 

 

 

 



４ 調査の内容 

 

教
科
に
関
す
る
調
査 

（
国
語
、
算
数
、
理
科
） 

・小学校調査は、国語、算数、理科とする。 

・出題範囲は、調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とし、出題内 

容は、それぞれの学年・教科に関し、以下のとおりとする。 

① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生

活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知

識・技能等 

②  知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のため 

の構想を立て実践し評価・改善する力等に関わる内容 

・調査問題では、上記①と②を一体的に問うこととする。出題形式については、国語

及び算数においては、記述式の問題を一定割合で導入する。 

【小学校 国語・算数・理科 各４５分】 

生
活
習
慣
や
学
習
環
境
等 

に
関
す
る
質
問
紙
調
査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の

諸側面等に関する調査 

（例）将来の夢や目標の有無、起床・就寝時間、ICT

の利用状況、読書時間，家庭学習の状況など 

指導方法に関する取組や人的・物的な

教育条件の整備の状況等に関する調査 

（例）学力向上に向けた取組，指導方法の工夫，教

育の情報化，教員研修，家庭・地域との連携の状況

など 

【２０分程度】  

小学校      

＜教科に関する調査＞     は全国平均正答率を上回ったもの  

 

 

 

 

国語 

学習指導要領の領域等 設問数 本校平均正答率（％） 県平均正答率（％） 全国平均正答率（％） 

言葉の特徴や使い方に関する事項 2 84.0 77.5 76.9 

情報の扱い方に関する事項 1 66.7 64.8 63.1 

我が国の言語文化に関する事項 1 82.7 81.5 81.2 

話すこと・聞くこと 3 62.2 67.3 66.3 

書くこと 3 66.7 71.1 69.5 

読むこと 4 61.3 58.4 57.5 

算数 

学習指導要領の領域 設問数 本校平均正答率（％） 県平均正答率（％） 全国平均正答率（％） 

数と計算 8 61.3 63.1 62.3 

図形 4 52.0 54.7 56.2 

測定 2 42.7 53.9 54.8 

変化と関係 3 51.6 57.9 57.5 

データの活用 5 58.7 63.4 62.6 



 

 

 

 

＜児童への質問紙調査＞（主なものをグラフで表示） 

 

 

自分には良いところがあると思いますか。 
 

 

 

将来の夢や目標を持っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

学校に行くのは楽しいと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

理科 

学習指導要領の領域 設問数 本校平均正答率（％） 県平均正答率（％） 全国平均正答率（％） 

「エネルギー」を柱とする領域 4 41.3 46.6 46.7 

「粒子」を柱とする領域 6 50.2 52.7 51.4 

「生命」を柱とする領域 4 50.0 53.1 52.0 

「地球」を柱とする領域 6 66.2 67.7 66.7 
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＜国 語＞ 

【分析の概要】 

今年度は、４つの領域等で全国平均・県平均を上回りました。特に、「言葉の特徴
や使い方に関する事項」「読むこと」に関しては、大幅に上回りました。しかし、「話
すこと・聞くこと」に関しては、昨年度同様に全国平均・県平均を下回っており、本
校の課題と言えます。 

 

【問題 ３二（２）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて要旨

を把握することができるかどうかをみる問題です。全国平均よりも 10％、県平均よ
りも 8.7％高い正答率でした。日頃からの読書活動や様々な授業での問題を読み解く
活動を通して、問題の意図を把握する力が身についてきていると考えます。 
 
 

問題の概要 

資料３を読み、【木村さんのメモ】の空欄イに当てはまる内容として適切なものを

選択する。 

 

 

 

 

正答 １ 

 



【問題 １三（２）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉えることができるかどうかをみる

問題です。全国平均よりも 6.5％、県平均よりも 6.7％低い正答率でした。学習指導

にあたっては、話し合いの展開や内容を踏まえて意見を整理したり、質問の意図を読

み取ったりすることができるよう指導を充実させます。 

 

 

 

 
 
 
 
 

問題の概要 

【インタビューの様子の一部】で小森さんが傍線部アのように発言した目的とし

て適切なものを選択する。 

 

 

 

正答 １ 

 



＜算 数＞ 

【分析の概要】 

 今年度は全ての領域で全国平均・県平均を下回っています。特に、「測定」に関し
ては、大幅に下回っており、「変化と関係」「図形」に関しても約５％程度下回ってい
ます。算数の学習に関しては、全ての領域に関して、学力を定着させることが大きな
課題と言えます。 

【問題 ３（１）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
小数の加法について、数の相対的な大きさを用いて、共通する単位を捉えることが

できるかどうかをみる問題です。全国平均よりも 5.9％、県平均よりも 3.3％高い正
答率でした。日頃から基礎的・基本的な知識や技能が身につくように、授業だけでは
なく、家庭学習で取り組んでいる計算ドリルや ICT 機器を使った計算練習等に繰り

返し取り組んでいる成果だと考えます。 

 

 

 

 

問題の概要 

0.4+0.05について、整数の加法で考えるときの共通する単位を書く。 

  

正答 0.01 



【問題 ４（３）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 はかりの目盛りを読むことができるかどうかをみる問題です。全国平均より
12.9％、県平均より 11.6％低い正答率でした。今後は具体物に触れながら目盛りを
読むだけではなく、自分たちで持ち寄った身近な物を量って読み取ったり、問題を出
し合って繰り返し学習していきたいと思います。 
 
 
 

 
 
 
 

 

問題の概要 

はかりが示された場面で、はかりの目盛りを読む。 

 

 
 

正答 120ｇ 



＜理 科＞ 

【分析の概要】 

 本校は、４つの領域全てが全国平均・県平均を下回っています。特に、「「エネルギ
ー」を柱とする領域」に関しては、大幅に下回り、本校の課題と言えます。 

【問題 ２（３）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 

 
 
 
 
電流がつくる磁石について、電磁石の強さは巻数によって変わることの知識が身に

付いているかどうかをみる問題です。全国平均より 14%、県平均より 11％高い正答率
でした。「「エネルギー」を柱とする領域」に関しては、ほとんどの問題の正答率が低
く、学力が定着していない傾向がありますが、昨年の実験で、自分でコイルを巻き、
巻数の多い、少ないでモーター車のスピードが違ったと身をもって体験した結果か
ら、この問題の正答率が高かったと考えられます。 

 

問題の概要 

ベルをたたく装置の電磁石について、電流がつくる磁力を強めるため、コイルの

巻数の変え方を書く。 

 

 

正答 多くする 

 



【問題 ２（４）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 乾電池のつなぎ方について、直列つなぎに関する知識が身についているかどうかを
みる問題です。全国平均より 24.4％、県平均よりも 20.6％低い正答率でした。今後
は、実際に乾電池をつないで確認するだけではなく、問題にあるようなつなぎ方を実
際に試してみたり、ノートにまとめたりしていきたいと思います。 
 

問題の概要 

乾電池２個のつなぎ方について、直列につなぎ、電磁石を強くできるものを選ぶ。 

 
正答 １ 

 

 



＜埼玉県学力・学習状況調査の概要＞ 

 ※「令和７年度埼玉県学力・学習状況調査（調査の概要）」（埼玉県教育委員会より抜粋) 

１ 調査の目的 

２ 調査対象 

小学校第４・５・６学年 原則として全児童 

３ 調査実施日 

 令和７年５月１４日（水） 

４ 調査の内容 

（１）教科に関する調査 

 小学校第４学年から第６学年まで  国語、算数 

 ※ 学習指導要領に示された内容のうち調査する各学年の前の学年までの内容 

（２）質問紙調査 

 学習意欲、学習方法及び生活習慣等に関する事項 

 

＜教科に関する調査＞     は県平均正答率を上回ったもの  

※学力の伸びた児童の割合…前年度から学力が伸びた児童の全体に対する割合  

↑↑↑↑↑＝８０％以上、↑↑↑↑＝７０％以上８０％未満、↑↑↑＝６０％以上７０％未満、↑↑＝５０％以上６０％未満、↑＝５０％未満 

国語 第４学年 第５学年 第６学年 

教科の領域等 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 

言葉の特徴や使い方 12 65.0 62.7 12 68.2 74.9 15 70.8 70.0 

情報の扱い方、我が国の言語文化 5 45.3 41.2 4 59.2 64.6 2 67.9 69.9 

話すこと・聞くこと・書くこと 9 46.9 46.1 6 41.4 46.4 5 49.5 49.9 

読むこと 4 51.0 50.0 8 50.0 56.2 9 43.3 44.2 

※学力の伸びた児童の割合     ↑↑↑↑ ↑↑↑↑↑  ↑↑↑↑ ↑↑↑↑↑ 

 

算数 第４学年 第５学年 第６学年 

教科の領域等 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 設問数 本校平均正答率 県の平均正答率 

数と計算 13 69.9 67.3 14 47.6 52.0 13 56.7 59.0 

図形 5 66.7 64.9 8 50.5 52.1 8 40.1 43.9 

4 年測定 5，6 年変化と関係 7 70.8 68.2 6 38.2 36.1 7 52.0 54.5 

データの活用 6 72.5 62.5 4 45.6 46.5 5 42.6 45.7 

※学力の伸びた児童の割合     ↑↑↑↑ ↑↑↑  ↑↑↑ ↑↑↑ 

 
 
 
 
 

本県の児童生徒の学力や学習に関する事項等を把握することで、教育施策や指導の工夫改善

を図り、児童生徒一人一人の学力を確実に伸ばす教育を推進する。 

参考：【埼玉県学力・学習状況調査】埼玉県教育委員会ホームページ（新規ウィンドウを開きます） 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2214/gakutyou/20150605.html 



＜児童への質問紙調査＞（主な結果：「規律ある態度」に関する項目の結果） 
 ※ 達成率：「できる」（「よくできる」「だいたいできる」の合計）と回答した割合 

   上段：県の達成率、下段：本校の達成率、     は８０％以上        （％） 

内容 項目 第４学年 第５学年 第６学年 

○
け
じ
め
あ
る
生
活
が
で
き
る 

１ 時刻を守る 

 

① 登校時刻 
93.3 93.9 94.4 

91.7 93.7 100 

② 授業の開始時刻 
88.4 91.2 95.4 

83.3 78.5 92.3 

２ 身の回りの整理整頓をする 

 

③ 靴そろえ 
77.8 80.7 87.4 

70.9 70.9 89.7 

④ 整理整頓 
81.4 78.1 80.2 

81.9 67.1 85.9 

○
礼
儀
正
し
く
人
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る 

３ 進んであいさつや返事をする 

 

⑤ あいさつ 
81.5 82.0 84.5 

77.7 84.8 84.6 

⑥ 返事 
88.5 91.1 93.6 

86.1 84.3 96.2 

４ ていねいな言葉づかいを身に付ける 

 

⑦ ていねいな言葉づかい 
88.7 90.3 92.9 

80.6 89.9 91.1 

⑧ やさしい言葉づかい 
85.5 86.9 89.4 

84.7 88.6 93.6 

○
約
束
や
き
ま
り
を
守
る
こ
と
が
で
き
る 

５ 学習のきまりを守る 

 

⑨ 学習準備 
82.4 85.9 89.7 

81.9 79.7 92.3 

⑩ 話を聞き発表する 
83.8 83.2   83.7 

82.0 82.3 82.0 

６ 生活のきまりを守る 

 

⑪ 集団の場での態度 
82.9 84.6 87.8 

76.3 76.0 91.0 

⑫ 掃除・美化活動 
87.7 87.3 88.9 

88.9 82.3 89.8 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

授業における取組 

■１ 学ぶよさを実感する学習の展開をします。 
（１）ティームティーチングや少人数指導などきめ細かな指導をします。 
（２）児童自ら学習課題を立て、振り返り時に学びの内容を明確にする活動を意図的に

行い、その授業時間での学びのよさを児童に実感させます。 
（３）児童の考える・学び合う・集中して取り組む時間を設定し、思考活動を充実させ

ます。 
（４）スモールステップのめあてを設定し、児童に「できた・わかった」という達成感

を味わわせます。 

 
☆２ 学習環境を整え、児童が安心して学べる環境づくりをします。 
（１）年間指導計画のもと、学習内容に合わせて様々な形態（ペア・グループ・クラス

全体・TT・少人数など）で学習に取り組むようにします。 
（２）ＩＣＴ機器を効果的に活用するだけでなく、ネットモラル・情報活用能力等も指

導します。 
（３）教員による評価だけでなく、児童自身による自己評価や、児童同士による相互評

価を日常化します。 
 
授業以外の取組 
☆１ 学習習慣を定着させます。 
（１）児童自らが学習の見通しをもって、振り返りを行う学習習慣を身につけさせる 

   ために、家庭と連携した自主学習（家庭学習）をより一層充実させます。 
  ・学習環境を整え、学習の習慣をつけましょう。 
  ・自分から計画的に取り組みましょう。（学年×10分+10分） 
■２ 読書活動を充実させます。 
（１）本の世界（朝読書）では、全校一斉で図書ボランティアによる読み聞かせ・縦割

り班を活用した異学年読み聞かせを行ったりすることで、基礎的・基本的な知識・
技能の習慣につながる読書習慣の確立を図ります。 

（２）読書月間を設定し、図書委員や教員のおすすめの本、多読賞、読書の木、読書ビ
ンゴ等で読書を促し、豊かな心を育みます。 

 
☆…成果を上げたと考えられる取組 

■…課題を解決するための取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本校の学力向上の取組 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本校の学力向上プラン 

 

令和７年度 桶川市立日出谷小学校 学力向上全体計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての教科・領域において 

 

 

 

改善の観点（具体的な取組） 

 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ 

改善の観点 指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 教育課程への対応の工夫 学習評価活動の工夫 校内研修の計画と実施の工夫 家庭や地域社会との連携の工夫 

取組の基本方針 

児童が学ぶよさを実感する

学習の展開をする。 

日出谷小の実態に合った特

色ある教育課程を編成し、教

師の授業力を高め、学力の向

上を目指す。 

年間指導計画等を計画的に

実施する。 

児童一人一人が意欲をもっ

て取り組み、子供たちのよさ

を伸ばすことができるよう

に指導と評価の一体化を図

る。 

研究テーマに迫るため、全教

職員の共通理解を図り、授業

実践を通して研究を深め、教

師一人一人の授業力を高め

る。 

保護者の立場・受け取り方

を考えた情報発信をし、児

童が保護者へ、「学んだこ

と・よかったこと」を伝えら

れる指導を行う。 

課題解決のため

の具体的取組 

・児童自ら学習課題を立て、

振り返り時に学びの内容

を明確にする。 

・授業時間での学びのよさ

を実感させる。 

・考える・学び合う・集中し

て取り組む時間の設定 

・スモールステップのめあ

てを設定する。 

・各教科、各学年間の系統的、

発展的指導の工夫 

・単元の配当時間の工夫 

・PJ 教員を活用した若手教

員の指導力の育成 

・放課後の授業準備時間や

教材研究の時間確保 

・年間指導計画の見直しと改善 

・教材教具の作成と工夫 

・言語活動の充実を図る指導

計画の作成と実施 

・情報の選択、活用方法や情

報モラルの指導の工夫 

・「褒めて伸ばす」教職員の児

童の人権を守る言動。 

・学習のねらいの明確化 

・単元テスト、ワーク、プリ

ント等の工夫と実施 

・評価、評定の規準や手立て

の工夫 

・自己評価、相互評価など評

価方法の工夫と改善 

 

・PDCAサイクルを意識した研

修計画の立案 

・研究組織の創意工夫 

・校内授業研究会の実施 

・市教育委員会等関係機関

との連携 

・発達支持的生徒指導に意

図して取り組む。 

・学校運営協議会の活用 

・「日出谷小よい子のやくそ

く」の周知、徹底。 

・「家庭学習の手引き」を活用

した家庭学習の啓発と学

習習慣の定着 

・生活習慣の改善を図る家庭

教育の啓発 

関連する行事等 

・課題研究推進委員会 

・授業研究会 

・校内研修 

・校内研修 

・企画委員会 

・校内研修 

・企画委員会 

・教科領域等部会 

・校内研修 

 

・校内授業研究会 

・県・市教委、学校訪問での

授業公開、授業研究 

・市教研授業研究会 

・学校公開 ・学校便り 

・授業参観，懇談会 

・個人面談 

Plan（計画） 
①課題を改善するための計画 

・全国学力・学習状況調査、埼玉県学習状況調査等の分析、指導計画，

指導方法等の改善策の立案 

・全職員の共通理解、共通意識 

・保護者，地域住民への広報活動 
Do（実践） 

②計画に基づく指導の実践 

・全職員共通理解・共通行動による

指導の実践 

・各教科等における指導の実践 

・校内研修の充実と実践 

・保護者，地域への啓発と連携 

ACTION 

DO 

信頼される学校づくり 
・教職員事故を絶対に起こさない。 
・報告・連絡・相談を密にし、チームと

して最善を尽くす。 

・日本国憲法・教育関係法例規・学習指導要領 

・埼玉県小中学校教育課程編成要領 

・第４期埼玉県教育振興基本計画  

・県教育行政重点施策・埼玉県指導の重点等 

・地域の実態 ・児童の実態 ・保護者

の願い ・教師の願い  

・期待される児童像 ・学力向上に係る

「学校課題」 

４つの「つくる」による教育活動 
（１）よい習慣をつくる （２）よい授業をつくる 

（３）よい関係をつくる （４）よい環境をつくる 

 

学校課題研究・研究主題 

『安全安心 楽しい学校』 

改善状況を把握する指標の設定① 

（埼玉県学力学習状況調査） 

【国語】【算数】ともに、 

「学力を伸ばした児童の割合」を７５％

以上にする。 

改善状況を把握する指標の設定② 

・「規律ある態度」のすべての項目の

達成率を８０％以上とする。（埼玉

県学力学習状況調査） 

・「国語、算数の授業はよくわかります

か」の肯定的評価を９０％以上にす

る。（全国学力学習状況調査） 

PLAN 

Check（検証） 
③効果の検証 

・多面的な児童の実態把握 

・学校評議委員会、学校評価、学校アンケート等による教育活動の成果

と課題の把握 

・校内研修での成果の検証 

Action（絞り込み） 

④課題の絞り込み 

・新たな課題の確認と分析 

・次年度の教育計画への位置付け 

・課題解決プランの見直しと改善 

・校内分掌体制の見直しと再構築 

学校教育目標 

『明日をつくる 日出谷の子』 

・よく考える子 ・思いやりのある子 ・たくましい子 

めざす学校像 
ひかる瞳 でっかい夢 やりぬく力 が育つ日出谷小 

めざす職員像 

・「児童が自分は一人の人間として大切にされている」と感

じさせる教職員 

 

本校の実態  

＜よさ＞・子供らしい明るさ、素直さ、たくましさがある。 

    ・互いに個性を認め、楽しく集団活動ができる。 

＜課題＞・主体的に取り組むことが苦手。  

・学力の向上、体力の向上。 

    ・個別の配慮を要する児童が比較的多い。 

 

CHECK 

言語能力の育成 
・言語活動の充実 

 

情報活用能力の育成（情報モラルを含む） 
・ＩＣＴの活用の推進 

 

問題発見・解決能力の育成 
・授業改善の工夫 

 

 



 

 日頃から日出谷小学校の教育活動にご支援・ご協力いただきありがとうございま
す。本校では、「明日をつくる 日出谷の子」の目標のもと、意欲をもって取り組む
「よく考える子」、自他を尊重する「思いやりのある子」、ねばり強い心をもった「た
くましい子」を目指し、「自己存在感の感受への配慮」、「安心・安全な風土の醸成」、
「共感的な人間関係の育成」「自己決定の場の提供」にも意識して取り組んでいます。
また、基礎的な学力の向上を特に重視して、指導しています。学力向上は、学校だけ
ではなく、家庭・地域が連携することで実現します。そのため、学校から発信する各
種のお手紙や課題として取り組んだものに目を通していただき、学習内容をお子さ
んと確認していただけると助かります。これからも本校の教育活動にご理解いただ

き、ご支援・ご協力よろしくお願いいたします。 
  
☆家庭生活において 
①学習に集中できるようにするため、規則正しい生活習慣を身に付けさせましょう。 
 ・早ね、早起き、朝ごはん 
 ・時間の使い方（ゲーム・テレビ等）を家庭でのルールとして決めて下さい。 
②宿題だけではなく、家庭学習に取り組ませましょう。 
 ・学年×１０分＋１０分を目安にしましょう。 
（例：２年生は３０分、４年生は５０分、６年生は７０分） 
③持ち物を準備させましょう。（忘れ物をなくしましょう。） 
 ・授業で必要なものをしっかり用意することが学習の一歩です。忘れ物をなくす

ためにご家庭での声かけをよろしくお願いします。 

 

 

保護者・地域の皆様へ 


